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DGsの１７の目
もくひょう

標のうち、あてはまる主
お も

な目
もくひょう

標を、
のせています。

読
よ

みふだと解
か い せ つ

説をのせています。
みんなと話

は な

し合
あ

い、学
ま な

び、自
じ ぶ ん

分ごととして考
かんが

える
きっかけにしましょう。

読
よ

みふだを考
かんが

えた本
ほ ん に ん

人の思
お も

いをのせています。
作
さ く し ゃ

者の思
お も

いを読
よ

み、自
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分にできることを考
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DGsとは、「S
サ ス テ ナ ブ ル

ustainable D
デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト

evelopment G
ゴ ー ル ズ

oals」とい
う英

え い ご

語の略
りゃくしょう

称で、「持
 じ ぞ く か の う

続可能な開
 かいはつもくひょう

発目標」という意
い み

味です。
持
じ ぞ く か の う

続可能とは、「ずっと続
つ づ

けていくことができる」ことを表
あらわ

し
ます。国

こ く れ ん

連では「誰
だ れ

ひとりとして取
と

り残
の こ

さない」という意
い し

志
のもと、「地

ちきゅうかんきょう

球環境」「社
し ゃ か い

会」「経
け い ざ い

済」のあらゆる問
も ん だ い

題を
解
か い け つ

決するために、２０３０年
ね ん

までに達
た っ せ い

成すべき17の目
もくひょう

標を立
た

てました。
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せいかつ

活に困
こま

る、まずしい人
ひと
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困
こま

ったことがあれば先
せんせい

生や大
お と な

人に相
そうだん

談しよう。
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にんげん

間らしく働
はたら

きやりがいのある仕
し ご と

事をしてよりよい社
しゃかい

会をつくろう

自
じ ぶ ん

分の好
す

きなことを見
み

つけ、今
いま
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せいかつ
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事にいかせるか考
 かんが

えてみよう。

目
もくひょう

標 2 みんなが十
じゅうぶん

分に食
た

べ物
もの

を食
た

べられるようにしよう

世
せ

界
かい

の飢
き

餓
が

の状
じょう

況
きょう

をしらべてみよう。

目
もくひょう

標 9 新
あたら

しい技
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つか
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あ だ ち
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おく
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す

き嫌
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て き ど

度な運
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ぶ権
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利を持
も

てるようにしよう
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ＤＧｓを積
せっきょくてき

極的に学
まな

ぼう。
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あんぜん

全で災
さいがい

害に強
つよ

く、みんなが住
す

みやすいまちをつくろう

まちの清
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だけ作
つく

り、作
つく

ったなら大
だ い じ

事に使
つか
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食
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材を買
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った食
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つか

い切
き

ろう。

目
もくひょう

標 6 世
せかいじゅう

界中のだれもが安
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全な水
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用できるようにしよう

蛇
じゃぐち

口はこまめに閉
し
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球を守
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移
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動には、公
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け
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樹
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和に関
かん

する記
き じ

事を読
よ

もう。
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